
テストの現状調査レポートから 

テストの将来を考えてみよう 

～ Joel Montvelisky氏に聞く世界のテスト事情 ～ 

A2) 特別企画セッション 

PractiTest共同企画 

2019年3月27日 



セッションの構成 

[第一部] 

テストの現状調査レポートのご紹介 

辰巳 敬三 

[第二部] 

Global Trends & The Future of Testing 

Joel Montvelisky 

[第三部] 

パネルディスカッション 

 ～Joelに聞いてみよう～ 



登壇 

[モデレータ] 

   江川 さおり （LOB） 

[パネリスト] 

   Joel Montvelisky （PractiTest） 

   辰巳 敬三 （State of Testing 日本語翻訳チーム） 

   根本 紀之 （State of Testing 日本語翻訳チーム） 

   矢野 恵生 （State of Testing 日本語翻訳チーム） 

   鈴木 里惇 （State of Testing 日本語翻訳チーム） 
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テストの現状調査レポートのご紹介 

State of Testing 日本語翻訳チーム 

辰巳 敬三 
2019年3月27日 

JaSST'19 Tokyo 

～ Introduction to the State of Testing report ～ 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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State of Testing Survey & Report 

ソフトウェアテストに関する世界規模の調査レポート 

テスト専門職とコミュニティの現状を正確に伝えることが目的 

 2013年から毎年調査を実施し、動向の変化を分析 

(C) Keizo Tatsumi 2019 

2013年12月 
630人 

2015年3月 
865人 

2016年2月 
1,010人 

2017年2月 
1,600人 
75ヶ国 

2018年2月 
1,433人 
83ヶ国 
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State of Testing Project 

イスラエルのPractiTest社のJoel Montvelisky氏と 

  インドのTea-Time with Tester誌創刊者のLalitkumar  

    Bhamare氏(現在ドイツのXING社)が始めたプロジェクト 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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State of Testing 日本語翻訳チーム 

 State of Testing 日本語翻訳チーム 

(C) Keizo Tatsumi 2019 



回答者のプロフィール 
• 地域分布、回答者の職種 
• テスト分野での就労年数 
• 仕事の中のテストの割合 
• テスターとなった理由 
• テスターの給与 

組織におけるテストの部門 
• テストチームの組織上の位置づけ 
• テストチームの規模 
• テスターの他の作業 
• テスト文書 
• テストのアプローチと方法論 
• 静的テストの活動 
• テスターがこなす非伝統的な作業 
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テストの現状調査レポートの概要 

レポートの目次 

トレーニング、スキル、成長 
• スキルを磨くための知識の情報源 
• 良いテスターになるためのスキル 
• 参加しているテストのカンファレンス 

テストプロセス 
• テストの管理に使われるツール 
• テストされている技術 
• 開発モデル 
• 自動化の状況 

テストの現状と将来 
• テストチームが抱える課題 
• テスト方法の変化 
• テストで将来重要になるもの 

キャリアと自己啓発 
• テスターの採用で重視していること 
• 理想的な未来のテストの世界 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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回答者の地域分布 

回答者： 1,433人(83ヶ国)  [2018年] 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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回答者の職種(肩書き)分布 

テスト専門家の様々な名称 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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テスターの給与 

地域別、経験年数別の給与水準 

物価水準の差があり単純な比較はできないが、米豪欧と中東が高い。
テスターの地位の確立度合いの差(?) 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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テストチームの組織上の位置づけ 

テストチームのレポートは誰に報告されているか 

組織内の品質部門への報告が少なくなり、プロジェクトマネージャー、
場合によっては開発マネージャーに報告するようになってきた 

一体化チーム(Unified team)やアジャイルチームの中でのテスターの
役割が変化し、チーム構造が変化している現れかもしれない 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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テストのアプローチと方法論 

どのようなテスト手法が使われているか 

毎年8割以上の回答者が探索的テストと回答 

2018年にスクリプトテストの回答が何故か増加 

モブテストを用いているとの回答も出始めている 

 

(C) Keizo Tatsumi 2019 

NEW! 
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スキルを磨くための知識の情報源 

 「やってみる(Just doing it)」が1位 (^^;) 

(C) Keizo Tatsumi 2019 

NEW! 
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開発モデル 

アジャイルが一般化、DEVOPSがじわじわと広がってきた 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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開発モデル 

 CI(継続的統合)/CD（継続的デリバリー)の導入状況 

CI/CDはゆっくりと導入が進んでいる 

(C) Keizo Tatsumi 2019 

2017 2017 2017 

2017 2017 
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自動化の状況(1) 

自動化の採用状況 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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自動化の状況(2) 

テストケースの自動化の程度 

(C) Keizo Tatsumi 2019 
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ご清聴ありがとうございました 

(C) Keizo Tatsumi 2018 16 


